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Summary 
New facility for laboratory animals; Bioscience Research Center (BSRC) was founded at Kyoto 
Pharmaceutical University and it was due to work from September in 2013. 
    The BSRC aims the highest level of scale, equipment and contents within the pharmaceutical 
universities in JAPAN and more proper animal experiments must be carried out. 
 
要  約 
  京都薬科大学では老朽化した動物研究センター












































図―２  京都薬科大学バイオサイエンス 
   研究センタ―  



































1）建築面積：781.19 ㎡ 延床面積：2,503,89 ㎡ 
2）規模・構造：地下 1 階、地上 3 階・鉄筋コンク
リート造 














 図―３ バイオ サイエンス研究センターの平面図 
 
２階；SPF 飼育室 マウス 5 室 ラット 2 室 モ
ルモット 1,5 室 ウサギ 0.5 室、SPF 実験

















































野から各 1 名（分野主任＝教授）計 18 の運営委員
の他、専任教員（実験動物管理者を兼ねる）、事務































































法についての座学を約 1 時間 30 分ほど行っている。





























でに教職員 47 名、学生 776 名(3 年次生；359 名、
４年次生；189 名、５年次生；200 名、６年次生；9







を行う。   
文部科学省により定められた「研究機関等におけ 
る動物実験等の実施に関する基本指針」（平成 18














                                         
